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皆さん、こんにちは。ＮＰＯ法人ＡＣＴ－Ｒの米田です。 

先日行われました事業成果報告会、そして、このピアステーション通信第 7 号の発行をもちまして、今年

度の単年度事業であります、助成事業は終了となります。これまでご協力、ご拝読たまわりました皆さま、

本当にありがとうございました。また、ご迷惑等をお掛けしました皆さま、本当に申し訳ございませんで

した。 

期待されていたような成果は上げることはできませんでしたが、次につなげる 1 歩は歩めたかなと感じて

います。今号で記事としてとりあげました、成果報告会の報告として今後の抱負を述べさせていただき、

また、共同運営者であるレジストが事業運営するレジネスの「ぴありんぐ」という事業へ本事業の意思を

引き継ぎたいと思います。 

これからのピアサポート活動の発展と、それに携わるピアサポーターの健康をこころよりお祈り申し上げ

ます。 
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3 月 22日（金）13：45～15：45レジネス内のコミュニティCaféピアにて、 

事業成果報告会が開催されました。 

プログラムは、第 1部として事業成果報告を行いました。第2部は、せっかくの機会ということで、前半に

第 1 部を踏まえこれまでのピアサポート活動を振り返り課題を挙げ、後半でこれからの展望を語り合いまし

た。参加者は 6名と寂しい数字ですが、内容は濃いものでした。その一部と私どもの考察をご報告いたしま

す。 

課題、展望として多かった意見は、ピアサポーターの活動拠点が少ないこと、ボランティアになりがちであ

ること、相談の受け方がわからないこと、個人で抱え込んでしまってサポーターが疲弊する恐れがあるため

サポーター同士のつながりを作るなど自身の基盤を強くすることも大事であること、でした。これらのこと

から、考察として、今後ピアサポート活動を発展させていくためには、まずはピアサポート活動に触れても

らう機会をより多く作ること、その機会を得るために「なぜピアサポートが必要なのか？」という問いに対

し、しっかりとした答えを提示できる様にピアサポートの効果を明らかにすること、そして、ピアサポート

という言葉が世間に当たり前に認知されるよう他分野のピアサポーターと協同して啓発活動を行うこと、が

必要だと考えました。 

これからも皆でピアサポート活動を盛り上げていきましょう!! 

 



 

編集後記 

今までにない新しいピアサポートを目指しています。一人でも多く参加さ

れて、なんとなく肩の荷が下りたような気持ちになってもらえるように活動

して、一人でも多くの方とお会いしたいと思います。 

ピアサポーターになって活動できる場づくり、ピアサポートってどんなも

の？みたいなものを今後確立できるように頑張ります！Kenichi でした。  
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本事業の調査・研究やを基に、新しくピアサポート事業をレジネスのピアサポーターさんと連携して、

『ぴありんぐカフェ』というピアサポートミーティングを開始しました。 

現在、手始めに、レジネスのピアサポーターを中心に毎週木曜日にミーティングを開催しております。 

まだまだ試行錯誤している最中ですが、どなたでも参加できますのでご興味あるかたはぜひ参加して

みて下さい。 


